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【手続補正書】
【提出日】平成29年11月22日(2017.11.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生物学的流体からマイクロＲＮＡ（ｍｉＲＮＡ）を単離するための方法であって、（ａ
）前記生物学的流体を界面活性剤及び抗ｍｉＲＮＡ結合タンパク質試薬と接触させ、ここ
に、前記界面活性剤は、生物学的流体の成分を分離し、前記抗ｍｉＲＮＡ結合タンパク質
試薬は、前記ｍｉＲＮＡと会合するｍｉＲＮＡ結合タンパク質と相互作用して免疫沈降し
たｍｉＲＮＡ複合体を形成し；及び（ｂ）前記免疫沈降したｍｉＲＮＡ複合体とプロテア
ーゼを接触させて、精製することなく、前記免疫沈降したｍｉＲＮＡ複合体からｍｉＲＮ
Ａを放出させることを含む、方法。
【請求項２】
　前記生物学的流体が、小胞性ｍｉＲＮＡ及び非小胞性ｍｉＲＮＡを含む、請求項１に記
載の方法。
【請求項３】
　前記生物学的流体が、血漿または血清である、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記界面活性剤が、非イオン性界面活性剤である、請求項１～３のいずれか１項に記載
の方法。
【請求項５】
　前記生物学的流体を、前記界面活性剤及び前記抗ｍｉＲＮＡ結合タンパク質試薬と同時
に接触させる、請求項１～４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記生物学的流体、前記界面活性剤、及び前記抗ｍｉＲＮＡ結合タンパク質試薬が、約
３０分間インキュベートされる、請求項１～５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記生物学的流体、前記界面活性剤、及び前記抗ｍｉＲＮＡ結合タンパク質試薬が、室
温でインキュベートされる、請求項１～６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記抗ｍｉＲＮＡ結合タンパク質試薬は、固体支持体に結合した抗Ａｒｇｏｎａｕｔ抗
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体を含む、請求項１～７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記固体支持体が磁気ビーズである、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記プロテアーゼがプロテアーゼＫである、請求項１～９のいずれか１項に記載の方法
。
【請求項１１】
　前記プロテアーゼとの接触が約１０分間行われる、請求項１～１０のいずれか１項に記
載の方法。
【請求項１２】
　前記プロテアーゼとの接触が室温で行われる、請求項１～１１のいずれか１項に記載の
方法。
【請求項１３】
　前記免疫沈降したｍｉＲＮＡ複合体から放出された前記ｍＲＮＡが、他のタイプのＲＮ
Ａを含まない、請求項１～１２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　生物学的流体からマイクロＲＮＡを単離するためのキットであって、界面活性剤、及び
抗ｍｉＲＮＡ結合タンパク質試薬を含む、キット。
【請求項１５】
　前記界面活性剤が、非イオン性界面活性剤である、請求項１４に記載のキット。
【請求項１６】
　更に、プロテアーゼＫを含む、請求項１４または１５に記載のキット。
【請求項１７】
　前記抗ｍｉＲＮＡ結合タンパク質試薬が、固体支持体に結合した抗Ａｒｇｏｎａｕｔ抗
体を含む、請求項１４～１６のいずれか１項に記載のキット。
【請求項１８】
　前記固体支持体が磁気ビーズである、請求項１７に記載のキット。


	header
	written-amendment

